
群馬県　大泉町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

法適用 下水道事業 公共下水道 Cc2 非設置 41,729 18.03 2,314.42 ■ 当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
) 処理区域内人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

- 71.10 28.90 100.63 2,376 11,886 2.90 4,098.62 【】 令和4年度全国平均

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

経営比較分析表（令和4年度決算）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

2. 老朽化の状況について

2. 老朽化の状況

全体総括

①経営の健全性を示す経常収支比率は、前年度比6.0ポイント
減の106.67％となった。特別的な費用の増加や使用料収益の伸
び悩みにより比率が前年度より低下したが、健全経営の水準と
される100％を上回った。

②累積欠損金は発生していない。

③短期的な支払い能力を示す流動比率は、前年度比18.71ポイ
ント増の82.56％となり類似団体と比較して高い水準にある
が、100％達成に向け更に経営状況を改善していく必要があ
る。

④企業債残高対事業規模比率は、類似団体平均を大きく下回っ
ているものの、年々増加している。経営戦略改定を進める中で
投資規模は適切か、使用料水準は適切か分析し、必要に応じて
経営改善を図っていく。

⑤使用料水準の妥当性を示す経費回収率は、前年度比9.28ポイ
ント減の88.04％となり100％を大きく下回った。単年度の特別
的な費用の増加が要因であり、増加分を除くと経費回収率は
100％を超え、使用料水準は概ね妥当であると言える。

⑥汚水処理に係るコストを示す汚水処理原価は、前述の特別的
な費用の増加により、前年度比19.29ポイント増の202.44円と
なり初めて類似団体平均を上回った。

⑦本町の下水道は最終的に流域下水道（県の施設）に接続して
おり、下水の処理は流域下水道の処理場で行っているため、施
設利用率はない。

⑧水洗化率は、供用開始区域内人口の増加に対し接続人口の増
加が鈍かったことから前年度比1.25％減となった。類似団体平
均を下回っており、接続促進活動の強化や効率的な整備により
改善を図る必要がある。

①資産の老朽化度合を示す有形固定資産減価償却率は、整備開
始からの年数が30年程度と浅く法定耐用年数に近い資産が少な
いため、類似団体と比較して低い数値となっている。

②管渠の老朽化率を示す管渠老朽化率は、法定耐用年数を経過
した管渠がないため0％となっている。しかしながら、面整備
開始当初に敷設した陶管約30㎞においてひび割れなどが散見さ
れており、財源を確保しつつ計画的に点検･更新していく必要
がある。

③当該年度に更新した管渠延長の割合を示す管渠改善率は、令
和3年度に実施した管路調査でひび割れが見られた陶管管渠
160.8ｍの管更生工事を実施したが、前年度管更生工事の施工
延長よりも短かったため前年度比0.1ポイント減となった。引
き続きストックマネジメント計画策定の検討を進め、将来的に
は策定したストックマネジメント計画をもとに計画的に更新工
事を実施していきたいと考えている。

　経常収支比率は100％を超え黒字経営であるが、単年度の特
別的な経費の増加により経費回収率は100％を大きく下回っ
た。汚水処理費用の約2割を一般会計繰入金でまかなっている
状況であるためコスト削減や収入増加のための経営努力が必要
であるが、特別的な経費を除くと経費回収率は100％を超えて
おり、経営状況は概ね良好であり健全経営であると言える。

　本町の公共下水道事業は未普及解消段階にあり、整備面積拡
大とともに接続戸数･使用料とも順調に増加していたが、近年
は接続戸数の増加に対して使用料収益が伸び悩んでいる。節水
機器の普及や住民･事業者の節水意識の高まりから1世帯(事業
所)あたりの有収水量が年々減少しているため、令和6年度の経
営戦略改定において、使用料体系の見直しを含め今後の人口減
少も見据えた料金改定の必要性の検証を行う予定である。

　また、未普及対策に充てられる国費等を活用して令和8年度
までに人口集中地域など接続率向上に繋がる効率的な面整備を
進め、接続促進活動を強化して有収水量及び使用料収入を確保
するとともに、発生した利益剰余金を建設改良積立金として積
み立て、将来の更新需要に備えていく。
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【106.11】 【3.15】 【73.44】 【652.82】

【95.82】【59.10】【138.29】【97.61】

【39.74】 【7.62】 【0.23】


